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資料 1-1 

ゼロカーボンシティ宣言とそれに伴う普及啓発活動について 

 

 

１ 「ゼロカーボンシティ宣言」の表明 

近年、人間活動が及ぼす地球温暖化への影響については「疑う余地がない」（ＩＰＣＣ第

６次評価報告書）とされており、現実として我が国のみならず世界規模で自然災害が増加し

ており、地球温暖化への対策は喫緊の課題となっています。 

国は２０５０年温室効果ガス排出量ゼロを目指すことを宣言し、その後、「改正地球温暖

化対策推進法」において、「２０５０年までの脱炭素社会の実現」が明記されました。 

本市では、２０２３年３月に策定した「鎌ケ谷市第３次環境基本計画」において、２０５

０年までに市域からの温室効果ガス排出量実質ゼロを目指す旨を明記しています。 

このような状況を踏まえ本市では、２０２３年１１月３０日に市議会において、「ゼロカ

ーボンシティ」を目指すことを宣言しました。 

 

２ 宣言までの経緯 

令和４年１２月    ゼロカーボンシティ宣言を行うことについての意思決定 

令和５年 ２月    プロポーザルの公募開始（啓発チラシの作成・ＰＲ動画作成支 

           援など） 

令和５年 ３月    プロポーザルの実施 

           委託事業者の決定（株式会社知識経営研究所） 

令和５年 ４月    委託事業者との契約締結（４月１日付け） 

令和５年 ５月    千葉県立鎌ヶ谷高等学校（書道部・美術部）との協働での啓発 

           動画等の作成開始     

 令和５年 ７月    環境省への報告（宣言文案及び日時） 

 令和５年１１月    市議会で芝田市長が「ゼロカーボンシティ宣言」を表明 

 

３ 市民との協働 

鎌ケ谷市総合基本計画並びに鎌ケ谷市第３次環境基本計画における重要な理念である「市

民・事業者・行政のパートナーシップ」を実現及び若年世代の環境保全意識の醸成のため、

本業務の普及啓発ツール（動画およびポスター）の作成については、市内の千葉県立鎌ヶ谷

高等学校との協働により行いました。 

 

４ 普及啓発活動 

 （１）啓発動画完成記念イベント 

令和６年２月７日（水）に市役所本庁舎１階市民ホールにて啓発動画のＰＲイベン    

  トを行いました。 
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   特別ゲストとして、啓発動画にご出演いただいた千葉県立鎌ヶ谷高等学校書道部の 

  生徒さんたちをお招きしました。 

 （２）啓発チラシ 

   「家庭向け」「事業者向け」の２パターンのチラシを作成しました。地球温暖化によ 

  ってもたらされるリスクや、脱炭素社会の実現に向けて取り組むべき具体的な行動等   

  を掲載しています。 

 （３）啓発ポスター 

   千葉県立鎌ヶ谷高等学校美術部との協働によるものが２作品、市独自で作成したも   

  のが８作品、計１０作品が完成しており、それぞれ個性的なデザインでゼロカーボン 

  シティ宣言をＰＲします。 

 （４）ＰＲ動画 

   千葉県立鎌ヶ谷高等学校との協働で、ゼロカーボンシティ宣言のＰＲ動画を作成し 

  ました。以下の媒体にて発信していく予定としています。 

   ・ＹｏｕＴｕｂｅ「鎌ケ谷市行政情報発信チャンネル」 

   ・本庁舎市民課前デジタルサイネージ 

   ・新鎌ケ谷駅自由通路デジタルサイネージ 

   ・鎌ケ谷スタジアムビジョン広告 

 （５）その他 

   ゼロカーボンを身近なものにするため、広報かまがや、市ホームページ、定例記者 

  会見などで随時情報を発信してまいります。 


